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H.Kashima: Frontal lobe symptoms and
neuropsychologiCalassessment
R.Kawashima:Fieldsinthehumanprefrontalcortex
oftherighthemisphereareengagedinNO-GO
responses･APETstudy-
G'.A.Orban:RecencyandFamiliarityeffectsinhuman
temporalcortex:PETstudies
M.Petrides:Functionalspecializationwithinthelateral
frontalcortex
本シンポジウムは,サルとヒトで高度に発達しヽ
高次の認知機構に関連する大脳皮質連合野の構造
と械能について,最新の研究成果を持ち寄り､そ
の詳細を討拭･検討し､その械能を多面的に理解
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することを目的として行われた｡シンポジウムは
国内から140人､梅外から25人の参加を得て行わ
れ､全体として､学問的に高い水準の言辞浜と肘姑
が行われ また,31のポスター発衣でも､活発な
討杭が行われた｡言辞浜と討故は､瑚頂連合野,側
頭連合野,前頭連合野､ヒトの連合野の4つのセ
ッションに分けて行った｡
頭頂連合野のセッションでは､頭頂連合野は従
来空間情報を扱うとされてきたが､空間情報だけ
でなく､形態情報に選択性を持つニューロン活動
の記録されること､そうした形態情報は､空間的
に配置された物体をつかんだり操作したりすると
きに役立っていると考えられることなどが指摘さ
れた｡また､外界への働きかけに伴って手が動く
とき､手の移動に伴って､視党の受容野が移動す
ることも報告された｡討杭の中で､頭頂連合野の
空間情報処理における役割と外界と自分自身の座
標軸の変換の問題の重要性が指摘された｡
側頭連合野のセッションでは､側頭迎合野下郎
に存在する色と形の情報処理の仕組みの詳細が報
告されたほか,側頭兼の内側即にある噴内野で空
間倍租と形態情報の両方が扱われており,空間情
報の識別と記憶､形態情報の識別と記憶に関連し
たニューロンが混ざり合って分布することが報告
された｡討論の中では､空間情報と形態情報をい
かに分離してテストするかが討試された｡
前頭連合野のセッションでは､今まで記録され
ていなかった新しい例域に学習過程で変化するニ
ュTロンの存在することや､対ヒストグラムとい
う新しい手法で､ニューロンの間のコミュニケー
ションが､刻々と変化することが示された｡さら
に前頭連合野研究における京都大学霊長類研究所
の果たした歴史的役割と将来についても報告､討
拭された｡
ヒトの連合野の働盲については､前項迎合野の
障苔の症例や,PETの結果についての和位がなさ
れ､動物突放のデータとヒトの研究デ-夕が比較
可能なレベルに達していることが指摘された｡
なお､シンポジウム開催に当たっては.文那智国
際シンポジウム開催経費､犬山市､中山財田国際
交流助成､浜松ホトニクスをはじめとする17の団
体からの援助を受けた｡この場で感謝の忠を表し
たヤ､｡
また､このシンポジウムの成果は､Cordonand
Breach,SciencePublishers,Incか ら､ITHE
ASSOCIATIONCORTEX･STRUCTUREAND
FUNCnON叩として今年度中に出版の予定である｡
(文Tl:三上章允)
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